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孤独や自由とは何か。山椒魚は水の中の岩陰から出ること 

ができず、孤独で不自由な思いを抱えている。生きた化石と呼 

ばれ、昔から姿の変わらない山椒魚。それは、変わらない、長 

い苦しみの隠喩表現ともとれる。対照的に、メダカやミズスマシ 

が岩の外を自由に泳ぐ姿が描かれる。衣装も、山椒魚のそれ 

は黒っぽく岩のような硬い質感をイメージさせるが、エビなどの 

生き物たちは、幻想的で色のある衣装をまとって自由を感じさ 

せる。しかし、外で泳げることが必ずしも自由であることではないのだと、蛙がミズスマシを追いか

けても捕まえられないことから伝わってくる。ミズスマシには、山椒魚を見下しているように見える

描写もあった。山椒魚がいる岩を取り囲むようにたれる水草のセットも見下しているような、あるい

は檻のような、山椒魚を独立させ孤独感を覚えさせるものになっている。文語体で話される山椒魚 

のセリフは、衣装同様堅いイメージをもたせる。舞台が真っ暗

になり、山椒魚の嘆きの声だけが聞こえるシーンからは、暗い

水底で、ただ一人耐え忍ぶことしかできない山椒魚の苦しみ

がよく伝わってきた。 

終盤、山椒魚は蛙と言い合った後に、本当は一人が嫌で友

達が欲しいという自分の心にようやく気づく。山椒魚は、狭い 

中でしか生きることができなくなった人間のようだ。山椒魚にとって語り手は、「自分自身の心」で

あるという見方と「閉鎖空間で自分が生み出した想像上の話し相手」であるという二つの見方があ

った。孤独で不自由な自分を一番バカにしているのは自分である、だとか、情けない自分を奮い

立たせようと声をかけるのも自分だ、などの様々な意見が出た。一方で蛙は、寄り添う人のことを

表しているのだと感じられた。しかし前述の通り、蛙も自由ではない。寄り添う人もまた、孤独を感

じている。この劇中に出てくる山椒魚も蛙も「人間らしい」が、しかし「人間ではない」。水底に生き

る二つの生物の、決して擬人化ではない二人が作る 

物語だからこそ表現できる孤独がある。生演奏のピ 

アノが作る繊細だが単調な音が、水の中の静けさ、 

孤独な様子をさらに際立たせる。 

「人間らしい」という指摘は、現代社会に通ずるよ 

うな話であるから出た言葉だ。自由なはずの社会の 

中で、どこか閉塞感を感じる私達が望む完璧な理想 

の自由は、実在しないのかもしれない。 


